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　政務活動費の不正使用について ( 会員投稿 )(p5)

市民オンブズマンわかやまの会員を増やそう！
　入会の呼びかけ (p6)
　設立趣意書・会則 (p7)

今後の予定・入会申込書 (p8)

　

11
年
に
提
訴
し
た
和
歌
山
県

議
・
政
務
調
査
費
違
法
支
出
金

返
還
請
求
住
民
訴
訟
に
つ
い

て
、
和
歌
山
地
方
裁
判
所
は
、

10
月
24
日
、
県
議
13
人
の
合
計

約1473

万
円
の
支
出
に
つ
い

て
違
法
を
認
め
、
同
議
員
ら
に

返
還
す
る
よ
う
に
県
知
事
に
命

ず
る
判
決
を
下
し
ま
し
た
。

　

こ
の
裁
判
は
、
06
年
度
の
政

務
調
査
費
に
関
し
て
、
11
年
8

月
、
県
知
事
に
対
し
て
、
当
時

の
県
議
13
名
に
合
計3773

万

円
の
支
払
い
を
命
じ
る
こ
と
求

め
て
提
訴
し
た
事
件
で
す
。
事

務
所
費
、
事
務
費
、
人
件
費
と

い
っ
た
前
回
の
裁
判
同
様
の
追

及
の
ほ
か
、
新
た
に
調
査
研
究

や
会
計
帳
簿
を
開
示
せ
ず
、
原

告
の
立
証
が
で
き
て
い
な
い
と

反
論
し
ま
し
た
。

　

判
決
で
は
、
領
収
証
や
会
計

帳
簿
を
開
示
し
な
い
点
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
保
管
期
限
が
切

れ
て
お
り
、
政
務
調
査
費
の
具

体
的
な
主
張
・
立
証
が
で
き
な

い
か
ら
と
い
っ
て
違
法
な
支
出

が
推
認
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い

と
し
た
一
方
、
前
回
裁
判
時
に

提
出
さ
れ
た
資
料
か
ら
の
推
認

を
行
い
、
一
部
に
つ
い
て
違
法

な
支
出
と
認
め
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
保
管
期
限
が
徒
過

し
た
と
い
う
10
年
5
月
1
日
に

は
先
行
訴
訟
が
行
わ
れ
て
い
た

の
で
す
か
ら
、
保
管
し
、
説
明

責
任
を
果
た
す
べ
き
と
い
え
ま

す
。
ま
た
、
議
連
の
目
的
が
県

政
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
と

し
て
も
、
議
員
連
盟
が
多
額
の

プ
ー
ル
金
を
計
上
し
て
い
る
中

で
、
政
務
調
査
費
を
宛
て
る
必

要
性
は
あ
り
ま
せ
ん
。

0 6
年
度
政
務
調
査
費
住
民
訴
訟
判
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
双
方
が
控
訴

判
決
で
は
、
一
部
の
支
出
を
違
法
と
認
定
。
県
知
事
に
、
県
議
13
人
に
合
計1473

万
円

の
返
還
請
求
す
る
よ
う
命
じ
ま
し
た
。
し
か
し
、
双
方
が
控
訴
、
引
続
き
大
阪
高
裁
で

争
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

県
知
事
は
、
こ
の
判
決
に
つ
い

て
、「
非
常
に
け
っ
た
い
な
訴

訟
。
県
議
の
一
部
の
人
を
狙
い

撃
ち
に
し
て
い
る
」
と
述
べ
て

い
る
そ
う
で
す
が
、
筋
違
い
の

コ
メ
ン
ト
で
す
。
不
公
平
だ
と

考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
知
事

は
、
そ
の
権
限
で
他
の
議
員
も

調
査
し
て
、
違
法
が
あ
れ
ば
、

返
還
を
求
め
れ
ば
足
り
る
の
で

す
。

　

こ
の
判
決
に
対
し
て
は
、
双

方
が
控
訴
し
ま
し
た
。
県
知
事

は
、「
県
議
と
相
談
し
た
結
果
、

承
服
し
が
た
い
と
こ
ろ
が
あ

る
」
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
県

知
事
と
し
て
，
ど
う
考
え
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
？
オ
ン
ブ
ズ

マ
ン
と
し
て
も
、
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
点
に
つ
い
て
、
大
阪
高

裁
に
判
断
を
求
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

費
、
研
修
費
、
会
議
費
、
資

料
作
成
費
、
資
料
購
入
費
、

広
報
費
と
い
う
費
目
に
つ
い

て
違
法
性
を
追
及
し
、
そ
の

中
で
も
議
員
連
盟
会
費
を
研

修
費
と
し
て
支
出
し
て
い
る

こ
と
の
違
法
性
を
詳
細
に
主

張
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し

て
、
議
員
は
、
議
員
連
盟
会

費
に
つ
い
て
違
法
支
出
で
あ

る
こ
と
を
争
い
、
そ
れ
以
外

の
費
目
に
つ
い
て
は
保
管
期

限
が
切
れ
た
と
し
て
領
収
証

県
知
事

筋
違
い
の
コ
メ
ン
ト
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政
務
調
査
費
（ 

活
動
費
）

政
務
調
査
費
は
、
本
来
、
議
員
に
地
域
住
民
の
役
に
立
つ
視
察
や
情
報
収
集
の
た
め
に

必
要
な
お
金
を
補
助
す
る
も
の
。
と
こ
ろ
が
実
際
は
第
２
の
給
料
と
も
批
判
さ
れ
、
不

適
切
な
使
用
も
多
く
見
ら
れ
る
。
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
は
？

　

47
年
の
地
方
自
治
法
制

定
当
時
は
多
く
の
地
方
自

治
体
で
、
議
員
に
対
し
て

い
か
な
る
手
当
を
支
給
し

て
も
違
法
で
は
な
い
と
解

釈
さ
れ
、
調
査
研
究
費
な

ど
の
名
目
で
議
員
個
人
に

支
給
さ
れ
て
い
た
。
56
年

「
地
方
行
政
の
運
営
を

合
理
化
す
る
」
な
ど
と
し

て
地
方
自
治
法
が
改
正
さ

れ
、
個
人
に
対
し
て
は
報

酬
な
ど
以
外
に
自
由
に
金

銭
を
支
給
で
き
な
く
な
っ

た
。
地
方
議
会
関
係
者
は

会
派
に
支
給
す
る
な
ら
良

い
と
解
釈
し
、
「
会
派
活

動
に
は
、
議
会
を
活
性
化

し
住
民
意
思
を
反
映
さ
せ

る
点
で
公
益
性
が
あ
る
」

な
ど
と
し
て
、
多
く
の
自

治
体
で
調
査
研
究
費
、
調

査
交
付
金
等
の
名
称
で
補

助
金
が
支
給
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

政
務
調
査
費
が
創
設

　
～
透
明
性
が
確
保
さ
れ

　
　
　
る
は
ず
だ
っ
た
が
～

　

99
年
地
方
分
権
一
括
法

が
成
立
、
00
年
に
地
方
自

治
法
が
改
正
さ
れ
た
。
そ

の
時
に
、
県
議
長
会
な
ど

か
ら
要
望
が
あ
り
、
政
務

調
査
費
制
度
が
創
設
さ
れ

た
。
政
務
調
査
費
に
関
す

る
規
定
（ 

第
100
条
） 

の
骨

子
は
以
下
の
通
り
。
▼ 

議
会
の
議
員
の
調
査
研
究

に
資
す
る
た
め
必
要
な
経

費
の
一
部
と
し
て
、
そ
の

議
会
に
お
け
る
会
派
ま
た

は
議
員
に
対
し
、
政
務
調

査
費
を
交
付
す
る
こ
と
が

で
き
る
▼ 

調
査
の
交
付

の
対
象
、
額
お
よ
び
交
付

の
方
法
は
条
例
で
定
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
▼ 

交

付
を
受
け
た
会
派
ま
た
は

議
員
は
、
収
入
、
支
出
の

報
告
書
を
議
長
に
提
出
す

る
も
の
と
す
る
。

　

施
行
に
際
し
出
さ
れ
た

旧
自
治
省
の
通
知
で
は
、

「
情
報
公
開
を
促
進
し
、

そ
の
使
途
の
透
明
性
を
確

保
す
る
こ
と
も
重
要
」「
額

に
関
し
て
も
、
第
三
者
機

関
の
意
見
を
あ
ら
か
じ
め

聞
く
な
ど
、
住
民
の
批
判

を
招
く
こ
と
が
な
い
よ
う

配
慮
す
る
こ
と
」
と
な
っ

て
い
る
。

　

同
法
で
は
、
議
長
へ
の

収
支
報
告
書
の
提
出
を
義

務
付
け
て
い
た
が
、
そ
の

内
容
や
領
収
書
の
添
付
な

ど
に
つ
い
て
具
体
的
な
規

定
は
な
く
、
透
明
性
の
確

保
は
地
方
自
治
体
に
委
ね

ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
同

法
施
行
後
に
領
収
書
添
付

を
義
務
付
け
た
の
は
二
府

県
の
み
。
ま
た
、
使
途
基

準
も
極
め
て
曖
昧
な
も
の

が
多
く
、
地
方
自
治
体
の

情
報
公
開
は
ま
っ
た
く
消

極
的
で
あ
っ
た
。

住
民
監
査
請
求
で

次
々
と
明
ら
か
に
さ
れ
た

政
調
費
の
不
適
切
使
用

　

近
年
、
市
民
オ
ン
ブ
ズ

マ
ン
な
ど
の
情
報
公
開
制

度
を
活
用
し
た
住
民
監
査

請
求
で
、
不
適
切
な
政
務

調
査
費
の
使
用
が
全
国
各

地
で
次
々
と
明
ら
か
に

な
っ
た
。
市
民
か
ら
の
批

判
が
高
ま
る
に
つ
れ
、
領

収
書
な
ど
の
支
出
を
裏
付

け
る
証
拠
書
類
の
添
付
義

務
付
け
が
進
み
、
現
在
で

は
都
道
府
県
レ
ベ
ル
で
は

全
て
で
（ 

岡
山
県
は
来

年
か
ら
？ 

）、
1
円
以
上

の
領
収
書
が
添
付
、
公
開

さ
れ
て
い
る
。
使
途
基
準

の
具
体
的
な
例
示
や
詳
細

な
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
、
少
し

づ
つ
増
え
て
き
て
は
い
る

が
、
ま
だ
ま
だ
、
一
部
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。

政
務
調
査
費
か
ら
政
務

活
動
費
に
改
称

　

12
年
8
月
、
政
務
調
査

費
の
支
出
に
つ
い
て
「
調

査
研
究
に
資
す
る
た
め
」

と
定
め
て
い
た
地
方
自
治

法
100
条
14
項
が
「
調
査
研

究
そ
の
他
の
活
動
に
資
す

る
た
め
」
と
改
め
ら
れ

た
。
同
時
に
名
称
も
「
政

務
活
動
費
と
な
っ
た
。
こ

の
名
称
の
変
更
と
「
そ
の

他
の
活
動
」
が
加
え
ら
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政
務
調
査
費
に
関
す
る

　
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
わ
か
や
ま
の

　
　
　
　
　
　
　
　
今
ま
で
の
主
な
活
動

03
～
05
年
政
調
費

公
開
質
問
と

住
民
監
査
請
求

　
不
当
支
出
の
返
還
を

　  

求
め
ぬ
仁
坂
知
事

  

～
住
民
訴
訟
を
提
起
～

ヘ
ル
メ
ッ
ト
も

　
　
　
政
調
費
で
購
入
！

れ
た
意
図
は
は
っ
き
り
し

な
い
が
、支
出
対
象
に「
そ

の
他
の
活
動
」
が
加
わ
っ

た
こ
と
で
、
支
出
項
目
が

増
え
る
こ
と
だ
け
は
確
か

で
あ
る
。
案
の
定
、
全
国

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
調
査
に

よ
れ
ば
、
13
年
政
務
活
動

費
の
執
行
率
は
、
12
年
政

務
調
査
費
に
比
べ
46
％ 

の
地
方
自
治
体
で
1
％ 

以
上
上
昇
し
て
い
た
。

※
　（N

o

23
）
な
ど
は
、
詳
細

が
記
さ
れ
た
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
・
　

ニ
ュ
ー
ス
の
号
数
で
す

【
01
年
】

　

00
年
度
予
算
で
、
県
政

務
調
査
研
究
費
が3948 

万
円
（
30
％ 

） 

も
大
幅
に

引
き
上
げ
ら
れ
た
。
こ
の

大
幅
増
額
を
認
め
た
知
事

へ
公
開
質
問
状
を
提
出
。

（N
o23

）　

回
答
は
「
近
隣

府
県
の
水
準
を
勘
案
し
て

引
き
上
げ
た
」
と
。
納
得

で
き
ず
各
会
派
に
対
し
て

も
公
開
質
問
状
を
送
付
。

そ
の
回
答
か
ら
県
政
務
調

査
研
究
費
の
大
幅
ア
ッ
プ

の
真
の
理
由
は
、
「
議
員

連
盟
へ
の
補
助
金
カ
ッ

ト
の
見
返
り
」
と
判
明
。

（N
o24

）

　

和
歌
山
市
議
会
の
市
政

調
査
研
究
費
の
過
去
5
年

分
の
「
実
績
報
告
書
」
を

公
開
請
求
し
、
分
析
。
そ

の
結
果
、
不
自
然
で
異
常

な
支
出
が
多
く
み
ら
れ
、

公
開
質
問
状
を
提
出
し

た
。
裁
判
で
「
視
察
に
名

を
借
り
た
物
見
遊
山
」
と

さ
れ
た
市
議
ら
の
「
ね
ぶ

た
見
物
旅
行
」
の
旅
費
が

こ
の
市
政
調
査
研
究
費
か

ら
支
出
さ
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
公
開
請
求
、
分
析
を

行
っ
た
も
の
。
（N

o24

）

【
07
年
】　
　
　
　
　
　

　

2
月
21
日
、県
議
に「
政

務
調
査
費
で
支
出
さ
れ
る

『
事
務
所
費
』
『
事
務
費
』

『
人
件
費
』
に
関
す
る
公

開
質
問
」
を
送
付
、
そ
の

使
途
や
領
収
書
、
会
計
帳

簿
の
写
し
の
提
供
を
求
め

た
。
こ
の
公
開
質
問
は
、

政
務
調
査
費
の
支
出
報
告

に
は
、前
記
「
事
務
所
費
」

な
ど
３ 

項
目
に
関
す
る

領
収
書
の
写
し
の
提
出
義

務
が
な
く
、
不
当
な
支
出

の
疑
い
が
あ
り
、
03
年
か

ら
05
年
の
3 
年
間
を
対
象

に
「
事
務
所
の
設
置
場

所
」
な
ど
を
質
問
し
た
。

46
人
中
わ
ず
か
9
人
か

ら
の
み
回
答
が
あ
っ
た
。

（N
o60

）

　

5
月
18
日
、
県
議
会
の

政
務
調
査
費
に
関
し
、
03

～
05
年
に
事
務
所
、
事
務

費
、
人
件
費
の
支
出
が

あ
っ
た
議
員
に
対
し
て
、

支
出
計
約
1 
億
8
千
万
円

を
知
事
に
返
還
さ
せ
る
よ

う
求
め
る
住
民
監
査
請
求

を
行
う
。
（N

o62

）

　

8
月
16
日
、
仁
坂
知
事

に
「
政
務
調
査
費
か
ら
支

出
さ
れ
た
事
務
所
費
、
事

務
費
、
人
件
費
は
違
法
支

出
で
あ
る
か
ら
、
議
員
に

計
約
1
億
5
千
万
円
を
返

還
請
求
す
る
よ
う
」
求
め

る
住
民
訴
訟
を
提
起
。

先
の
住
民
監
査
請
求
の
結

果
は
、
05
年
度
は
却
下
、

そ
れ
以
外
は
監
査
も
せ
ず

門
前
払
い
（ 

棄
却
） 

で
、

こ
の
結
果
を
不
服
と
し
て

住
民
訴
訟
に
踏
み
切
っ
た

も
の
。

　

私
た
ち
の
追
及
で
県

議
、
4
名
の
現
職
、
1
名

の
元
職
が
政
務
調
査
費
の

収
支
報
告
書
を
減
額
修

正
。
そ
れ
に
伴
い
3
名
が

約
144
万
円
を
返
却
し
た
。

（N
o63

）

【
09
年
】

　

県
議
政
務
調
査
費
返
還

請
求
住
民
訴
訟
で
政
務
調

査
費
の
支
出
の
裏
付
け
と

し
て
提
出
さ
れ
た
領
収
書

か
ら
、
た
く
さ
ん
の
「
私

物
」
が
購
入
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
判
明
。
ヘ
ル
メ
ッ

ト
、
ホ
ー
ス
、
歯
磨
き
、

育
毛
剤
、
除
草
剤
、
ト
イ
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畑
中
正
好
事
務
局
長
が

全
国
大
会
で
報
告

市
民
が
い
つ
も
支
出
内
容
を
見
て
い
る
と

　
　
　
　
　
議
員
に
意
識
さ
せ
る
こ
と
が
大
切

　

か
つ
て
、
「
政
調
費
は

何
に
使
っ
て
も
バ
レ
な

い
」
と
、
私
物
の
購
入
な

ど
の
野
放
図
な
支
出
が
ま

か
り
通
っ
て
い
た
。
首

長
、
議
長
、
監
査
委
員
ら

は
、
政
務
調
査
費
の
支
出

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
こ
な

か
っ
た
し
、
今
も
す
る
気

な
ど
な
い
。
最
近
、
露
骨

な
不
適
切
支
出
は
影
を
潜

め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
議

員
が
市
民
の
監
視
を
意
識

す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
で
も
、
す
べ
て

が
適
正
な
支
出
と
は
考
え

難
い
し
、
監
視
が
緩
め
ば

再
び
野
放
図
支
出
が
復
活

す
る
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
市
民
に
よ

る
監
視
と
い
っ
て
も
大
き

な
人
手
、
時
間
、
費
用
が

か
か
り
、
容
易
で
は
な

い
。
政
務
活
動
費
の
情
報

公
開
、
透
明
化
を
謳
う
な

ら
、
市
民
（
市
民
オ
ン

ブ
ズ
マ
ン
）
が
も
っ
と

チ
ェ
ッ
ク
し
易
い
よ
う

に
、
会
計
帳
簿
の
提
出
義

務
付
け
、
活
動
報
告
書
と

視
察
報
告
書
の
作
成
義
務

付
け
と
公
開
、
具
体
的
使

途
や
会
計
帳
簿
の
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲

載
、
Ｃ
Ｄ
ー
Ｒ
Ｏ
Ｍ
で
の

領
収
書
類
の
提
供
な
ど
を

実
施
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

レ
消
臭
剤
、
ア
リ
の
巣

コ
ロ
リ
な
ど
。
（N

o74 

、

N
o75

）

06
年
政
調
費
も
監
査
請
求
、

住
民
訴
訟
へ

【
11
年
】

　

7
月
15
日
、
知
事
に
、

県
議
32
名
の
06
年
度
の
政

務
調
査
費
（
計
約
9
千
万

円
）
の
返
還
請
求
す
る
よ

う
住
民
監
査
請
求
書
を
提

出
。
（N

o86

）

　

8
月
19
日
、
06
年
度
の

政
務
調
査
費
に
つ
い
て
、

当
時
の
議
員
13
名
に
対
し

各
議
員

288
万
円
の
返
還
請

求
を
す
る
よ
う
に
仁
坂
知

事
に
求
め
る
住
民
訴
訟
を

提
起
。
（N

o87

）

【
12
年
】

　

1
月
31
日
、
県
議
政
務

調
査
費
返
還
請
求
住
民
訴

訟(

07
年
8
月
提
訴
）
の

裁
判
が
結
審
。（N

o90

）　

　

11
年
度
の
政
務
調
査
費

の
領
収
書
添
付
条
件
は
、

和
歌
山
県
は
全
国
の
最
下

位
。
領
収
書
の
添
付
条
件

を
一
定
の
金
額
以
上
と
し

て
い
る
の
は
全
国
で
５
県

の
み
で
、
５
万
円
以
上
と

し
て
い
る
和
歌
山
県
は
全

国
で
最
悪
。
政
務
調
査
費

１
億
３
千
万
円
の
う
ち
領

収
書
が
添
付
さ
れ
て
い
た

の
は
、
た
っ
た1549

万

円
分
と11.8

％
に
す
ぎ
な

い
。
こ
れ
で
は
透
明
度
は

悪
す
ぎ
で
あ
る
。
（N

o92

編
集
部
座
談
会
）

　

11
月
2
日
、
県
議
会
議

長
に
、
政
務
調
査
費
の
厳

格
な
使
途
基
準
お
よ
び
使

途
の
透
明
化
を
求
め
て
申

入
れ
。
8
月
に
地
方
自
治

法
が
改
正
さ
れ
、
交
付
目

的
に
「
そ
の
他
の
活
動
」

が
追
加
さ
れ
た
。
こ
れ
を

受
け
、
県
議
会
が
法
改
正

に
安
易
に
便
乗
し
、
政
務

活
動
費
を
政
務
調
査
外
に

拡
大
し
な
い
よ
う
、
ま

た
、
1
円
か
ら
の
支
出
領

収
書
お
よ
び
会
計
帳
簿
の

提
出
を
定
め
る
よ
う
申
入

れ
た
も
の
。
（N

o94

）

【
13
年
】

　

1
月
29
日
の
県
議
政
務

調
査
費
返
還
請
求
住
民
訴

訟
・
判
決
で
、
県
議
39
人

の
支
出
計7797

万
円
を

返
還
請
求
す
る
よ
う
に
仁

坂
知
事
に
命
じ
た
。
し
か

し
、
知
事
は
、
こ
の
判
決

を
不
服
と
し
控
訴
。
判
決

で
は
、
事
務
所
費
に
つ
い

て
、
他
の
目
的
と
の
併
用

状
況
に
応
じ
て
按
分
割
合

を
認
定
し
、
そ
の
按
分
割

合
を
超
え
る
部
分
の
支

出
を
違
法
と
認
定
し
た
。

（N
o96

）

　

9
月
8
日
、
当
会
の
畑

中
正
好
事
務
局
長
が
、
第

20
回
全
国
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

大
会
で
和
歌
山
県
の
政
務

調
査
費
訴
訟
判
決
を
報

告
。
（N

o100

）

【
14
年
】

　

1
月
30
日
、
政
務
調
査

費
返
還
請
求
控
訴
審
判
決

（
大
阪
高
裁
）。
39
議
員
の

合
計7232

万
円
を
違
法

と
認
定
、
県
議
ら
に
返
還

請
求
す
る
よ
う
仁
坂
知
事

に
再
び
命
じ
る
内
容
。
県

は
上
告
せ
ず
大
阪
高
裁
判

決
が
確
定
。
（N

o103

）
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政
務
活
動
費
の
不
正
使
用
に
つ
い
て

　
～
返
金
し
た
か
ら
と
言
っ
て
済
む
も
の
で
は
な
い
～

会
員
投
稿

　
最
高
裁
で

　
　
画
期
的
な
判
決

　
～
使
途
の
透
明
性
の

　
　
　
　
　
　
確
保
が
優
先
～

　

10
月
30
日
の
新
聞
に
、

最
高
裁
の
判
決
と
し
て

「
政
務
活
動
費
」
に
つ
い

て
次
の
様
な
記
事
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
調
査
研
究
活
動
の
自

由
の
保
護
よ
り
、
使
途
の

透
明
性
が
優
先
さ
れ
る
。

調
査
活
動
の
自
由
を
あ
る

程
度
犠
牲
に
し
て
も
、
政

務
活
動
費
の
使
途
の
透
明

性
の
確
保
が
優
先
さ
れ

る
」
と
。

　

私
は
こ
の
判
決
を
見

て
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
で

あ
る
と
思
い
ま
し
た
。　

一
般
の
県
民
が
払
っ
た
税

金
が
、
県
民
の
為
に
ど
の

様
に
使
わ
れ
て
い
る
か
は

全
て
公
開
さ
れ
る
べ
き
で

あ
り
ま
す
。

号
泣
議
員
の
お
か
げ
？

　
政
務
活
動
費
に

　
　
　
　
関
心
高
ま
る

　

数
ヶ
月
前
に
「
政
務
活

動
費
」
の
使
い
方
に
つ
い

て
テ
レ
ビ
で
記
者
会
見
を

し
て
い
る
兵
庫
県
議
会
議

員
の
野
々
村
さ
ん
が
映
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
号
泣

し
な
が
ら
の
記
者
会
見
を

見
て
思
わ
ず
呆
れ
て
し

ま
っ
た
方
が
多
い
と
思
い

ま
す
。

　

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
人

を
議
員
に
選
ん
だ
の
か
？

有
権
者
側
に
も
責
任
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？　

そ
う
し
て
い
る
う

ち
に
後
か
ら
後
か
ら
不
正

使
用
を
し
た
議
員
が
、
次

か
ら
次
へ
と
出
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
今
で
も
国
会

議
員
の
人
達
ま
で
も
が
、

お
金
の
問
題
で
マ
ス
コ

ミ
を
賑
わ
せ
て
い
ま
す
。

只
々
呆
れ
る
ば
か
り
で

す
。

　

し
か
し
、
こ
の
野
々
村

元
議
員
の
お
陰
で
「
政
務

活
動
費
」
に
つ
い
て
私
た

ち
が
関
心
を
持
っ
た
の
も

ま
た
事
実
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
記
者
会

見
の
様
子
が
海
外
で
も
放

映
さ
れ
た
よ
う
で
、
大
変

恥
ず
か
し
い
限
り
で
あ
り

ま
す
。
良
い
こ
と
で
有
名

に
な
る
の
で
あ
れ
ば
い
い

の
で
す
が
、
こ
の
様
な
姿

が
海
外
で
映
し
出
さ
れ
る

の
は
日
本
の
恥
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　

そ
の
時
に
思
っ
た
の
で

す
が
、
い
つ
の
間
に
「
政

務
調
査
費
」
か
ら
「
政
務

活
動
費
」
に
な
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
？　

又
、
変
更

さ
れ
た
理
由
は
な
ん
だ
っ

た
の
か
良
く
わ
か
り
ま
せ

ん
。

　

調
査
費
で
あ
れ
ば
議
員

活
動
に
つ
い
て
の
調
査
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
活
動
費

と
な
れ
ば
そ
の
使
用
範
囲

が
拡
大
解
釈
さ
れ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

私
た
ち
の
支
払
っ
た
税

金
が
県
民
に
と
っ
て
有
効

に
使
わ
れ
な
く
て
は
税
金

泥
棒
で
す
。
返
金
し
た
か

ら
と
言
っ
て
済
む
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
泥
棒

が
、
盗
ん
だ
物
を
、
見
つ

か
っ
て
返
し
た
か
ら
と

い
っ
て
済
む
も
の
で
し
よ

う
か
？

今
後
と
も
常
に

チ
ェ
ッ
ク
が
必
要

　

今
後
と
も
私
た
ち
の
税

金
が
正
し
く
使
わ
れ
て
い

る
か
を
常
に
チ
ェ
ッ
ク
し

て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
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市民オンブズマンわかやまへの入会の呼びかけ

　
政
府
や
地
方
公
共
団

体
は
私
た
ち
市
民
の
税

金 

を
使
っ
て
い
ろ
い
ろ

な
事
業
や
施
策
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
私
た
ち
に
は

自
分
が
払
っ
た
税
金
の
使

わ
れ
方
に
つ
い
て
「
知
る

権
利
」
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
は
、
憲
法
で
も
保

障
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
国
や
県
、
市
な
ど
は

お
金
が
い
か
に
使
わ
れ
た

か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

に
い
つ
も
後
向
き
で
す
。

不
正
の
お
目
付
け
役
で
あ

る
議
会
や
監
査
委
員
、
警

察
は
適
正
に
機
能
し
て
い

る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　

少
し
前
ま
で
は
税
金
を

使
っ
て
の
役
人
同
士
の
接

待
や
カ
ラ
出
張
が
当
た
り

前
の
よ
う
に
横
行
し
て
い

ま
し
た
。
最
近
で
は
議
員

に
支
給
さ
れ
る
政
務
活
動

費
の
デ
タ
ラ
メ
な
使
わ
れ

方
が
新
聞
を
に
ぎ
あ
わ
せ

て
い
ま
す
。
で
も
、
情
報

公
開
が
進
む
に
つ
れ
、
不

適
切
な
予
算
の
使
い
方
を

す
れ
ば
市
民
の
批
判
に
さ

ら
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
貴

重
な
税
金
が
無
駄
に
使
わ

れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
で
も
、

ま
だ
ま
だ
情
報
公
開
は
十

分
で
な
く
、
多
く
の
無
駄

遣
い
が
隠
さ
れ
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。

　

今
、
私
た
ち
「
市
民
オ

ン
ブ
ズ
マ
ン
わ
か
や
ま
」

に
は
い
ろ
ん
な
方
が
加

わ
っ
て
い
ま
す
。
い
ろ
い

ろ
専
門
知
識
を
持
っ
た
方

も
い
れ
ば
、
そ
う
で
な
い

方
も
い
ま
す
。 

み
ん
な
、

自
分
が
で
き
る
範
囲
で
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、

情
報
公
開
制
度
を
十
分
に

活
用
し
分
析
す
る
に
は

も
っ
と
多
く
の
力
が
必
要

で
す
。
人
手
が
足
り
ま
せ

ん
。
和
歌
山
県
や
今
住
ん

で
い
る
地
域
が
住
み
よ
い

町
に
な
る
よ
う
い
っ
し
ょ

に
活
動
し
ま
せ
ん
か
！

　

商
売
な
ど
の
都
合
で
名

前
が
公
表
さ
れ
る
と
困
る

方
も
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

会
員
の
名
前
が
本
人
の
了

解
な
し
に
公
表
さ
れ
る
こ

と
は
絶
対
あ
り
ま
せ
ん
。

　

入
会
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
次
頁
の
設
立
趣
意
書

と
会
則
を
ご
覧
の
上
、
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

EM
ail

で
も
結
構
で
す
。

氏
名
、

年
齢
、

住
所

(

〒
も)

、
電
話
番
号
、

勤
務
先
か
職
業
、
そ
の
他

希
望
事
項
、
会
費
口
数
、

（
あ
れ
ば
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
も
）
を
必
ず
ご
記
入
く

だ
さ
い
。

会
員
の
皆
さ
ん
に
お
願
い

皆
さ
ん
の
周
り
の
方
に
、
当
会
へ
の

入
会
を
呼
び
か
け
て
く
だ
さ
い

　

私
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
に
情
報
公

開
制
度
や
申
立
て
、
訴
訟
な
ど
を
駆

使
し
、
県
や
市
の
不
適
切
な
予
算
の

執
行
を
追
求
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
官
官
接
待
、
談
合
、
政
務
調

査
費
の
不
適
正
使
用
な
ど
多
く
の
不

正
を
是
正
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
成
果
は
、
会
員
の
方
々

の
、
情
報
公
開
さ
れ
た
膨
大
な
資
料

を
分
析
す
る
な
ど
、
地
道
で
献
身
的

な
努
力
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
な
し
え

た
も
の
で
す
。

　

和
歌
山
県
や
今
住
ん
で
い
る
地
域

が
よ
り
住
み
よ
い
町
に
な
る
に
は
、

今
一
層
の
活
動
強
化
、
す
な
わ
ち
会

員
を
増
や
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
周
り
の
人
々
に
、
私
た

ち
の
活
動
に
加
わ
る
よ
う
呼
び
か
け

て
く
だ
さ
い
。

　

入
会
呼
び
か
け
を
含
む
今
号
の
ダ

イ
ジ
ェ
ス
ト
版
も
送
付
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ

い
。
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　　　　　　　＝＝＝　市民オンブズマンわかやま会則　＝＝＝	
　【名称】
第１条　この会は、市民オンブズマンわかやまと称します。
　【事務局】
第２条　この会の事務局は、和歌山市内に置きます。 
　【目的】
第３条　この会は、地方公共団体等の不正、不当な行為を監視し、これを是正することを目的とします。
　【活動】
第４条　この会は前条の目的を達成するために次の活動をおこないます。
　　　　　　（１）調査、各種申立、訴訟などの活動
　　　　　　（２）地方公共団体等の情報公開を求める活動
　　　　　　（３）機関紙の発行
　　　　　　（４）その他目的を達成するために必要な活動
　【会員】
第５条　会の目的に賛同し、会費を納める市民は誰でも会員になることができます。
　　　　２　会員は、この会を特定の政治目的に利用してはなりません。
　【機関】
第６条　この会に次の機関を置きます
　　　　　　（１）総会
　　　　　　　　　総会は年 1 回代表者が召集します。必要に応じて臨時総会を開催することができます。
　　　　　　　　　総会は、会の重要事項を決定し、役員を選出します。
　　　　　　（２）役員会
　　　　　　　　　役員会は、代表が随時招集します。役員会は、総会の決定に基づき会の運営にあたります。
　【役員】
第７条　この会に次の役員を置きます。
　　　　　　（１）代　　　表　　 若干名
　　　　　　（２）幹　　　事　　 若干名
　　　　　　（３）事務局長　　　 　1 名
　　　　　　（４）会計監査　　　 　1 名
　　　　２　役員の任期は、定期総会から次期定期総会までとします。
　【財政】
第８条　この会の財政は、会費及び寄付金をもってまかないます。
　　　　２　会費の金額は、年会費１口２５００円とします。

　　　　　＝＝＝「市民オンブズマンわかやま」設立趣意書　＝＝＝

　１９９５年４月以降全国規模で展開された市民オンブズマンやそれを支持する団体・個人などの活動により、巨
額の官官接待や力ラ出張、裏金づくり等の不正・不当な行政の実態が全国的に次々と明らかになりました。
　
　和歌山においても、有志が集い、「わかやま市民オンブズマン準備会」を組織し、「全国市民オンブズマン連絡会
議」と緊密な連絡をとりつつ、和歌山県庁内部における不正・不当な行為の監視と是正を目的とした幅広い活動を
展開してきました。情報公開請求、住民監査請求、それに引き続く住民訴訟や情報公開請求訴訟を既に提起し、そ
の結果、食糧費が大幅に削減されるとともに、住民訴訟では職員側が和解を申し入れるなど和歌山においても不正
行為の一端が明らかになろうとしています。また、このような「わかやま市民オンブズマン準備会」の活動に対し
て、共感し、支持を表明する市民の声は日増しに多くなってきています。

　今、まさに「市民オンブズマンわかやま」を正式に発足させる機が熱しました。より広い住民の支持基盤を整え、
全国各地の市民オンブズマンと緊密なネットワークをつくりながら、いっそう活発で効果的な活動を行う好機なの
です。
　
　本会は「地方公共団体等の不正、不当な行為の監視と是正」を目的とする市民団体ですが、根本的には憲法の基
本原理である国民主権を地方自治のレベルで主権者の立場からいっそう実現しようとするものです。民主主義国家
においては、国民が主権者です。主権者である国民には「知る権利」があり、すべての情報が公開されなければな
りません。オンブズマンのめさましい活動も、今や全国すべての都道府県で制度化された情報公開制度抜きには考
えられず、情報公開の重要性があらためて認識されたのです。
　
　そのために、本会は、情報公開請求を駆使した調査や各種申し立て、さらに訴訟提起を行うのみならず、情報公
開制度をいっそう改善する取り組みや国民の知る権利を保障する適切な情報公開法制定に向けての活動など幅広い
活動を行い、市民が地域の行政を自分たちのものとして理解し、税金の使途の適正さについても納税者として関心
をもって監視し、地域の行政に積極的に参加してゆくことができる基盤を準備してゆきたいと望んでいます。
　
　最後に、市民こそが行政の担い手であるという理念に基づき、市民の一人一人がオンズズマンであることを訴え
たいと思います。多くの市民の賛同を期待いたします。

◎ 入会申込書は最終頁に



市民オンブズマンわかやま
入 会 申 込 書

会則を認め入会を申し込みます　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日　

入会は、上記申込書にご記入の上
　◎ 郵送（〒 640-8158 和歌山市十二番丁 10 番地　和歌山合同法律事務所内　市民オンブズマンわかやま）
　◎ ＦＡＸ（073-433-2767）　◎ EMail ( wa_obz@naxnet.or.jp ) して下さい。
　振込先：きのくに信用金庫本店（普） No. 0419585  市民オンブズマンわかやま　事務局長　畑中正好

氏 名 年  齢 性 別 男・女

住 所
〒 口  数 口

電  話
職       業
または

お勤め先

お勤め先
電      話

備 考

－ ８ －

当面の予定

１１月１０日　　ＰＭ４：００～

ニュース発送作業日

１１月２６日　　ＰＭ６：００～

ニュース発送作業日

１２月２２日　　ＰＭ４：００～

第４回会員会議

編集会議

　１月１０日　　ＰＭ４：００～

　１月２６日　　ＰＭ６：００～

第５回会員会議

次回会員会議 の ご案内

日 時 　 １ １ 月 ２ ６ 日 午 後 ６ 時 ～

場 所 　 和 歌 山 合 同 法 律 事 務 所 ・ 会 議 室

こぞってご参加ください


